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明
治
初
期
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
に
お
け
る
伯
台
藩
士
族
の
西
日
本
伝
教山

下

須
美
礼

は
じ
め
に

東
方
キ
リ
ス
ト
教
の
一
種
で
あ
る
東
方
正
教
は
、
幕
末
ロ
シ
ア
領
事
館
の
置
か
れ
た
函
館
を
窓
口
と
し
て
日
本
に
流
入
し
た
。
そ
の
布
教
の
志
を
秘
め
て
来
日
し
た
ロ

シ
ア
人
宣
教
師
ニ
コ
ラ
イ
の
元
、
維
新
直
後
に
入
信
し
た
数
名
の
日
本
人
信
徒
ら
の
伝
教
に
よ
り
、
明
治
初
年
以
降
、
主
に
東
北
地
方
で
多
く
の
信
徒
を
獲
得
、
多
数
の

教
会
が
設
立
さ
れ
た
。
信
徒
ら
は
そ
の
組
織
を
「
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
」
と
呼
び
、
自
ら
を
「
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
」
と
名
乗
っ
た
が
、
最
初
期
の
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
の
ほ

と
ん
ど
が
旧
仙
台
藩
士
で
あ
り
、
彼
ら
の
多
く
が
そ
の
ま
ま
熱
心
な
伝
教
者
と
な
っ
て
活
動
を
行
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
最
初
の
受
容
は
彼
ら
の
故
郷
で
あ
る
旧
他
ム
口
議
領

が
中
心
と
な
っ
た
。
明
治

ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
全
獲
得
信
徒
数
の
約
四
割
を
占
め

一
年
(
一
八
七
八
)

の
旧
仙
台
藩
領
に
お
け
る
信
徒
の
数
は
一
六
三
二
名
l

で、

て
い
る
。
明
治
初
年
の
日
本
の
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
は
、

ニ
コ
ラ
イ
と
い
う
巨
大
な
求
心
力
の
元
、
氾
仙
台
藩
士
ら
を
中
心
と
す
る
「
士
族
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
」
の
活
動

に
よ
っ
て
、
出
仙
台
藩
領
と
そ
の
周
辺
地
域
を
揺
鮭
の
地
と
し
て
、
伸
展
し
つ
つ
あ
っ
た
。

一
方
で
、
出
仙
台
滞
領
を
離
れ
た
場
所
に
お
い
て
も
、
徐
々
に
伝
教
が
試
み
始
め
ら
れ
た
。
そ
れ
を
担
っ
た
の
も
、
も
ち
ろ
ん
旧
仙
台
藷
士
族
を
中
心
と
す
る
士
族
ハ

リ
ス
テ
ア
ニ
ン
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
伝
教
は
、
「
故
郷
」
と
い
う
必
然
性
に
支
え
ら
れ
た
出
仙
台
藩
領
で
の
伝
教
と
は
異
な
り
、
重
点
を
置
く
場
所
や
優
先
順
位
な
ど

に
は
、
組
織
と
し
て
の
正
教
会
の
方
針
が
反
映
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
実
際
の
活
動
を
握
、
っ
立
場
の
伝
教
者
に
と
っ
て
は
、
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
場
所
に
飛
び

込
む
こ
と
と
な
り
、
泊
仙
台
藩
領
で
の
よ
う
に
、
以
前
か
ら
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
、
生
活
環
境
や
時
代
的
境
遇
、
教
養
な
ど
を
共
有
す
る
旧
士
族
を
対
象
と
し

た
伝
教
と
は
異
な
り
、
何
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
べ
き
か
、
ま
た
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
、
改
め
て
間
わ
れ
る
場
に
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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「
揺
藍
の
地
」
を
離
れ
た
伝
教
の
方
針
は
ど
の
よ
う
に
形
作
ら
れ
、
そ
の
手
段
は
ど
の
よ
う
に
獲
得
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か

り
と
し
て
、
こ
こ
で
は
主
に
、
旧
仙
台
藩
士
族
で
、

の
ち
に
司
祭
と
な
る
イ
オ
ア
ン
小
野
荘
五
郎
の
明
治
初
期
の
一
一
一
一
口
説
と
行
動
を
取
り
上
げ
る
。

ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
で

は
、
明
治
七
年
以
降
、
伝
教
先
や
派
遣
伝
教
者
に
つ
い
て
話
し
合
う
「
公
会
」
が
毎
年
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
明
治
二
一
年
(
一
八
七
九
)

の
第
六
回
公
会
に
お

い
て
は
、
伝
教
方
針
に
つ
い
て
の
侃
々
鍔
々
の
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
以
前
の
、
伝
教
方
針
が
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
時
期
を
対
象
と
し
て
、
イ

オ
ア
ン
小
野
荘
五
郎
を
は
じ
め
と
す
る
伝
教
者
の
言
説
や
行
動
を
可
能
な
限
り
追
い
、
そ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
明
治
初
期
の
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
伝
教
が
、
士
族

ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
ら
の
ど
の
よ
う
な
意
識
に
基
づ
い
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
考
え
る
。

イ
オ
ア
ン
小
野
荘
五
郎
を
殺
り
上
げ
る
の
は
、
維
新
直
後
に
函
館
で
洗
礼
を
受
け
た
最
初
期
の
仙
台
藩
出
身
信
徒
の
一
人
で
あ
り
、
そ
の
後
各
地
で
伝
教
を
行
な
い
、

設
に
司
祭
と
な
る
典
型
的
な
「
士
族
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
」
の
一
人
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
当
該
期
の
貴
重
な
個
人
の
日
記
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
。
イ
オ
ア
ン

小
野
荘
五
部
に
は
こ
の
時
期
の
日
記
が
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
、
明
治
九
年
(
一
八
七
六
)

の
二
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
東
海
道
地
方
に
出
向
い
た
際
の
「
海
道
日
記
号

と
名
付
け
ら
れ
た
記
録
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
年
未
詳
と
さ
れ
た
「
自
記
草
務
汁
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
内
容
の
検
討
4

か
ら
、
明
治
一
一
年
(
一
八
七
八
)

八
月
か
ら

一
月
に
か
け
て
九
州
地
方
に
行
っ
た
捺
の
記
録
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
イ
オ
ア
ン
小
野
荘
五
郎
に
つ
い
て
は
、
仙
台
市
博
物
館
所
蔵
の
「
小
野
家
資
料
」
と

い
う
文
書
群
が
あ
り
、
そ
の
全
容
は
佐
藤
憲
一
に
よ
る
解
題
と
と
も
に
「
伊
達
家
家
中
小
野
家
文
書
自
録
」
5

と
、
吋
仙
台
市
博
物
館
収
蔵
資
料
自
録

mul仙
台
藩
士
資
料

(
家
わ
け

)
l
z
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
検
討
す
る
こ
つ
の
資
料
も
、
こ
の
文
書
群
に
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
イ
オ
ア
ン
小
野
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
拙
稿
に
お
い
て

も
触
れ
て
い
る
。

つ
は
正
教
会
入
信
以
前
の
知
行
地
に
お
け
る
知
的
活
動
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
り
7

、
も
う
一
つ
は
明
治
一

O
年
に
主
筆
と
し
て
発
行

し
た
雑
誌
か
ら
み
え
る
正
教
会
理
解
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
も
本
稿
で
は
、
正
教
会
が
作
成
し
た
議
事
録
や
報
告
書
等
も
向
時
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
実
際

の
伝
教
の
中
で
、
士
族
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
、
そ
れ
が
全
体
の
伝
教
方
針
や
手
段
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
を
、
具

体
的
な
行
動
や
ニ
一
一
口
説
の
中
か
ら
読
み
取
っ
て
い
く
。

で
仙
台
福
妾
教
会
の
設
立
と
イ
オ
ア
ン
小
野

幕
末
の
函
館
で
、

日
本
に
お
け
る
東
方
正
教
の
拡
大
を
企
図
し
て
い
た
ニ
コ
ラ
イ
は
、
禁
教
下
の
明
治
元
年
(
一
八
六
八
)
、
土
佐
の
浪
人
沢
辺
琢
磨
ら
三
名
に
、
密
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か
に
洗
礼
を
授
け
た
後
、
翌
明
治
二
年
(
一
八
六
九
)
に
ロ
シ
ア
へ
一
呂
一
帰
国
、

日
本
伝
道
会
社
を
設
立
し
社
長
に
就
任
し
た
。

一
方
仙
台
藩
領
に
は
、
幕
末
の
蛮
館
に

お
い
て
ニ
コ
ラ
イ
と
接
触
し
た
仙
台
藩
士
ら
に
よ
っ
て
、
東
方
正
教
に
つ
い
て
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
数
名
の
伯
台
藩
士
族
が
ニ
コ
ラ
イ
を
頼
っ
て
函
館

に
渡
っ
て
き
た
。
そ
の
う
ち
の
一
人
が
小
野
荘
五
郎
で
あ
る
。
明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
、
密
館
に
一
戻
っ
た
ニ
コ
ラ
イ
は
、
彼
ら
に
教
理
を
教
え
、
洗
礼
を
施
し
た
。
イ

オ
ア
ン
と
い
う
聖
名
を
与
え
ら
れ
た
小
野
荘
五
郎
は
、
同
時
に
洗
礼
を
受
け
た
イ
ア
コ
フ
高
屋
仲
、

ペ
ト
ル
笹
川
定
吉
と
と
も
に
、
さ
っ
そ
く
伝
教
者
と
し
て
仙
台
へ
派

遣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
東
一
番
町
の
イ
オ
ア
ン
小
野
の
自
宅
を
講
義
所
と
し
て
、
伝
教
を
開
始
し
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
ニ
コ
ラ
イ
は
拠
点
を
函
館
か
ら
東
京

へ
移
し
た
が
、
そ
れ
は
本
格
的
な
全
国
伝
教
を
見
据
え
て
の
行
動
で
あ
っ
た
。

イ
オ
ア
ン
小
野
は
、
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)

一
O
名
ほ
ど
の
書
生
を
養
っ
て
い
た
。
や
が
て
東
京
に
正
教
会
の
伝
教

よ
り
自
宅
で
教
理
研
究
生
養
成
の
塾
を
開
き
、

学
校
が
開
校
さ
れ
る
が
、
入
学
者
の
多
く
は
、
こ
の
イ
オ
ア
ン
小
野
の
塾
で
薫
陶
を
受
け
た
者
で
あ
っ
た
と
い
う
9
0

多
く
の
士
族
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
が
仙
台
を
拠
点
に

活
動
す
る
中
、
明
治
六
年
(
一
八
七
三
)
、
仙
台
で
は
教
会
に
集
う
人
々
が
二

O
O
名
に
も
達
し
、
そ
の
会
は
仙
台
福
音
教
会
と
名
付
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
可
祭
以
上

の
聖
職
者
で
な
く
て
は
洗
礼
を
施
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
未
だ
可
祭
を
迎
え
た
こ
と
の
な
い
仙
台
に
お
い
て
は
、
教
会
に
集
う
人
々
は
「
入
信
希
望
者
」

のす一

場
に
皆
め
置
か
れ
た
。

の
高
札
が
撤
去
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

ニ
コ
ラ
イ
は
伝
教
活
動
を
一
一
層
加
速
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

一
方
、
明
治
六
年
に
「
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
」

コ
ラ
イ
は
仙
台
に
い
る
イ
ア
コ
フ
高
屋
・
パ
ウ
ェ
ル
佐
藤
秀
六
を
別
な
地
域
で
の
伝
教
に
充
て
よ
う
と
、
上
京
を
促
す
書
状
を
書
き
送
っ
た
が
、
イ
オ
ア
ン
小
野
は
未
だ

洗
礼
を
受
け
ら
れ
な
い
人
々
の
信
仰
を
保
た
せ
る
こ
と
が
い
か
に
大
変
な
こ
と
か
を
訴
え
、
そ
の
指
示
を
退
け
て
い
る
ゆ

O

こ
の
こ
ろ
、
東
京
の
パ
ウ
エ
ル
沢
辺
琢
磨
と
、
仙
台
の
イ
オ
ア
ン
小
野
ら
の
問
に
、
伝
教
を
め
ぐ
る
考
え
方
の
違
い
が
顕
在
化
し
て
き
で
い
た
。
パ
ウ
ェ
ル
沢
沼
ら
は

「
専
心
布
教
を
鉦
じ
、

一
挙
し
て
奥
州
地
方
の
教
化
を
謀
る
べ
し
と
の
思
想
斗
を
持
ち
、
可
能
性
の
あ
る
と
こ
ろ
に
一
気
阿
成
に
伝
教
を
進
め
る
と
い
う
考
え
方
を
し
て

い
た
の
に
対
し
、
イ
オ
ア
ン
小
野
ら
は
「
先
学
校
を
設
け
有
為
の
伝
教
師
を
養
ひ
、
然
る
後
に
着
々
伝
道
の
歩
を
進
む
べ
し
と
の
主
義
と

で
あ
り
、
ま
ず
は
人
材
を
脊

て
る
こ
と
が
優
先
と
の
考
え
方
を
示
し
て
い
た
。
パ
ウ
エ
ル
沢
辺
は
イ
オ
ア
ン
小
野
ら
に
つ
い
て
「
み
な
君
子
大
人
に
し
て
、
長
者
の
風
を
好
み
悠
々
然
た
る
の
み
と

と
表
現
し
、
未
だ
伝
教
が
行
き
届
い
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
泰
然
と
し
て
い
る
の
は
気
に
入
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
対
立
は
、
出
会
い
の
当
初
、
パ
ウ
ェ
ル

沢
辺
が
氾
仙
台
藩
出
身
者
た
ち
に
対
し
、
正
教
へ
の
姿
勢
が
学
問
的
関
心
に
傾
き
す
ぎ
て
い
る
と
感
じ
た
M

こ
と
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
そ
の
相
違
が
蓄
積
し
て
伝
教
姿

勢
の
違
い
と
な
っ
て
現
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

仙
台
の
状
況
や
希
望
が
詳
細
に
伝
わ
る
環
境
に
は
な
い
中

ニ
コ
ラ
イ
は
近
く
に
あ
る
パ
ウ
ェ
ル
沢
辺
の
意
見
に
基
づ
き
、
仙
台
に
い
る
伝
教
者
の
配
置
変
更
に
つ
い
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て
通
達
を
出
し
た
。
そ
れ
は
、
山
形
地
方
、
一
二
戸
地
方
、
山
ノ
自
・
平
泉
・
前
沢
地
万
、
東
山
地
方
、
気
他
地
方
な
ど
、
宮
城
県
と
そ
の
周
辺
地
域
に
、
仙
台
か
ら
伝
教

者
を
派
遣
す
る
よ
う
に
と
の
指
令
で
あ
っ
た
。
イ
オ
ア
ン
小
野
自
身
、

三
一
戸
を
中
心
と
す
る
南
部
地
域
へ
の
伝
教
を
命
じ
ら
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
上
申
書
を

ニ
コ
ラ
イ
に
送
っ
て
い
る
。

南
部
の
地
は
密
態
と
仙
台
と
の
中
間
に
し
て
、
頗
る
枢
要
の
地
な
れ
ど
も
、
福
音
会
尚
未
だ
幼
稚
に
し
て
其
体
を
な
さ
ず
、
今
や
最
も
力
を
其
成
立
に
注
く
べ
き
の

時
な
り
。
旦
予
は
保
守
に
適
す
る
も
、
進
取
に
適
せ
ざ
る
が
故
に
、
敢
て
新
地
に
赴
任
す
る
を
欲
せ
ず
お

こ
の
伝
教
者
の
記
設
計
画
は
、
イ
オ
ア
ン
小
野
だ
け
で
な
く
、
他
の
仙
台
の
伝
教
者
た
ち
に
も
「
急
進
の
主
義
」
と
受
け
取
ら
れ
、
同
意
を
得
ら
れ
ず
、
実
現
に
は
い

た
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
上
申
蓄
は
、
当
時
会
内
に
伝
教
に
対
す
る
こ
つ
の
考
え
方
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
イ
オ
ア
ン
小
野
が
、
こ
の
時
点
で

は
新
し
い
土
地
に
赴
任
し
て
伝
教
に
あ
た
る
こ
と
を
欲
し
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
イ
オ
ア
ン
小
野
は
、

ペ
ト
ル
笹
川
が
教
理
一

の
地
強
を
中
断
し
、
東
京
で
の
伝
教
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
と
の
報
告
を
受
け
「
此
事
至
要
に
叙
て
其
実
甚
だ
迂
な
り
。
方
今
急
に
す
る
所
多
く
人
を
得
る
に
あ
ら
ず
、

市
し
て
人
才
を
養
ふ
に
あ
り
ご
と
の
意
見
を
呈
し
て
い
る
。
伝
教
は
非
常
に
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
よ
う
に
み
え
て
、
実
は
非
常
に
遠
回
り
で
あ
り
、
多
く
の
人
を
得
る

結
果
に
は
つ
な
が
ら
な
い
、
人
材
を
教
育
す
る
こ
と
の
方
が
結
局
は
近
道
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
南
部
地
域
な
ど
旧
伯
台
藩
領
田
川
辺
に
お
い
て
、
正
教
に
関
心
を
持
つ
人
々
が
日
に
日
に
増
加
し
て
い
る
と
の
報
告
が
届
く
中
、
こ
れ
以
上
伝
教
を
せ
ず
に
放

震
し
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
判
断
し
た
ニ
コ
ラ
イ
は
、
書
面
で
対
立
の
解
決
を
図
っ
た
。
イ
オ
ア
ン
小
野
を
代
表
と
す
る
仙
台
福
音
教
会
側
の
主
張
を
十
分
に
汲

み
取
っ
た
上
で
パ
ウ
ェ
ル
沢
辺
と
の
関
係
を
修
復
さ
せ
、
仙
台
の
伝
教
者
の
一
部
を
南
部
地
域
へ
の
伝
教
に
若
手
さ
せ
た
も

明
治
七
年
(
一
八
七
四
)

五
月
に
は
、
伝
教
方
針
を
確
認
す
る
た
め
に
主
だ
っ
た
信
徒
が
集
め
ら
れ
、
会
議
が
開
か
れ
た
。
こ
の
の
ち
、
毎
年
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

公
会
の
第
一
由
自
で
あ
る
。
こ
の
時
の
経
緯
を
す
υ
本
正
教
伝
道
誌
い
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

主
の
謡
音
を
伝
ふ
る
伝
教
師
も
益
々
加
は
り
、
仙
台
地
方
と
本
会
と
の
関
に
意
見
の
投
合
せ
ざ
る
も
の
あ
り
、
立
布
教
の
形
勢
は
い
よ
い
よ
好
況
な
り
し
か
ば
、
掌

院
ニ
コ
ラ
イ
部
は
、
当
時
在
京
の
パ
ウ
ェ
ル
津
田
を
招
き
、
将
来
の
伝
教
に
就
き
て
諮
問
す
る
所
あ
り
し
に
、
パ
ウ
ェ
ル
津
田
は
こ
れ
日
本
正
教
会
の
将
来
に
期
間
す

る
の
件
な
れ
ば
、
己
れ
一
人
の
意
見
を
述
ぶ
る
に
堪
へ
ず
、
願
く
は
地
方
よ
り
重
な
る
伝
教
師
を
招
集
し
て
、
集
議
を
関
か
れ
た
し
と
具
申
せ
り
。
是
に
於
て
掌
院

ニ
コ
ラ
イ
師
は
直
に

書
を
仙
台
に
送
り
又
名
士
口
屋
に
も
一
番
を
送
り
て
、
布
教
会
議
の
た
め
に
伝
教
師
を
招
集
せ
ら
れ
た
り
。
ω

「
仙
台
地
方
と
本
会
と
の
関
に
意
見
投
合
せ
ざ
る
」
と
は
、
パ
ウ
ェ
ル
沢
辺
と
イ
オ
ア
ン
小
野
と
の
間
に
顕
在
化
し
た
、
伝
教
方
針
の
違
い
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
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コ
ラ
イ
か
ら
の
「
一
世
一
回
」
に
は
「
教
会
を
立
る
事
、
及
び
伝
教
、

ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
の
風
を
為
す
事
を
大
に
熟
議
せ
ん
」
と
-
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
招
集
状
に
よ
っ
て
東

京
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
の
は
、
パ
ウ
ェ
ル
沢
辺
・
イ
オ
ア
ン
小
野
・
イ
ア
コ
フ
高
屋
・
パ
ウ
ェ
ル
佐
藤
の
四
名
で
、
こ
れ
に
東
京
に
い
た
パ
ウ
ェ
ル
津
田
徳
之
進
が
加
わ

っ
た
。
こ
の
う
ち
の
パ
ウ
ェ
ル
沢
辺
以
外
は
、
維
新
の
混
乱
期
に
ニ
コ
ラ
イ
を
頼
っ
て
函
館
に
向
か
っ
た
旧
仙
台
藩
士
で
あ
る
。

こ
の
第
一
回
公
会
に
お
い
て
は
、
ま
ず
伝
教
者
を
配
置
す
る
地
域
と
派
遣
者
数
が
討
議
さ
れ
、
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
に
派
遣
す
る
伝
教
者
が
選
出
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

百
本
人
伝
教
者
に
ロ
シ
ア
人
司
祭
ア
ナ
ト
リ
イ
を
加
え
た
三
三
名
が
、
「
①
東
京
府
下
」
、
「
②
氾
登
米
黒
地
方
之
、
「
③
宮
城
県
」
、
「
③
尾
川
川
名
古
屋
地
方
」
、
「
⑤
函
館
方

面
」
、
「
⑥
岩
手
県
」
、
「
⑦
青
森
県
」
、
「
③
宮
城
・
水
沢
・
山
形
地
方
」
の
八
地
域
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
も
②
③
⑤
⑦
③
は
旧
仙
台
藩
領
と
そ
の
毘

辺
地
域
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、
①
は
現
在
の
拠
点
、
①
は
最
初
の
教
会
が
霞
か
れ
た
場
所
と
考
え
る
と
、
そ
の
中
で
「
尾
州
名
古
屋
地
方
」
が
、

一
つ
の
独
立
し
た

地
域
と
し
て
数
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
時
イ
オ
ア
ン
小
野
は
、
「
③
宮
城
県
」
の
長
伝
教
師
と
し
て
、
多
く
の
伝
教
者
を
束
ね
る
立
場
を

任
じ
ら
れ
た
。
こ
の
宮
城
県
と
は
、
仙
台
を
中
心
と
す
る
地
域
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
回
の
公
会
で
、
正
教
会
全
体
の
方
針
が
合
意
さ
れ
、
そ
れ
に
射
っ
た
伝
教
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
洗
礼
希
望
者
は
さ
ら
に
増
加
し
た
。
そ
の
彼
ら
に
洗
礼

を
施
す
に
は
、
司
祭
が
そ
の
地
を
訪
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
外
国
人
司
祭
が
居
内
を
巡
回
し
て
歩
く
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

日
本
人
司
祭
の
誕
生
が
望
ま

れ
た
。
翌
年
の
明
治
八
年
(
一
八
七
五
)

五
月
に
行
わ
れ
た
第
二
回
公
会
で
は
、
司
祭
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
と
し
て
、
イ
オ
ア
ン
小
野
と
パ
ウ
ェ
ル
佐
藤
、
パ
ウ
ェ
ル
沢

辺
の
三
名
が
選
出
さ
れ
た
。
し
か
し
小
野
と
佐
藤
は
そ
の
任
は
重
す
ぎ
る
と
し
て
、
辞
退
を
申
し
出
る
。
こ
の
こ
と
は
、
会
命
に
背
い
た
と
と
ら
え
ら
れ
、
二
人
は
伝
教

の
職
を
免
ぜ
ら
れ
た
宅
イ
オ
ア
ン
小
野
は
、
長
伝
教
師
と
し
て
統
括
し
て
き
た
仙
台
で
の
役
割
を
失
っ
た
。

二
綱
イ
オ
ア
ン
小
野
の
東
海
道
伝
教

吋
日
本
正
教
伝
道
誌
」
に
よ
る
と
、
第
二
回
公
会
で
伝
教
職
を
免
ぜ
ら
れ
た
イ
オ
ア
ン
小
野
は
、
そ
の
年
の
明
治
八
年
(
一
八
七
五
)

一
O
月
に
東
海
道
方
面
へ
旅
立

っ
た
と
さ
れ
る
お
。
こ
の
時
期
の
正
教
会
に
お
い
て
東
海
道
と
い
う
言
葉
は
、
東
海
道
に
沿
っ
た
町
々
の
一
部
を
指
し
、
静
府
県
掛
川
か
ら
愛
知
県
名
古
屋
あ
た
り
を
範

臨
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
イ
オ
ア
ン
小
野
が
そ
の
東
海
道
滞
在
中
に
記
し
た
「
海
道
日
記
」
は
、
明
治
九
年
(
一
八
七
六
)
二
月
二

O
日
か
ら
始
ま
り
、

五
月
二
五

日
に
東
京
の
神
田
駿
荷
台
に
帰
仕
一
泊
す
る
ま
で
の
記
録
で
あ
る
。
二
月
二

0
5条
で
は
、
静
岡
県
の
掛
川
に
す
で
に
滞
在
中
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
、
し
か
も
そ
の
日
に
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名
古
屋
の
様
子
を
東
京
に
知
ら
せ
る
書
状
を
書
い
た
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
よ
り
前
か
ら
東
海
道
地
域
に
滞
在
し
、
名
古
屋
な
ど
を
訪
問
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

正
教
会
は
、
明
治
一

O
年
(
一
八
七
七
)

吋
教
会
報
知
い
を
月
に
二
回
刊
行
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
各
地
の
伝
教
者
か
ら
郵
便
で

一
二
月
よ
り
、
機
関
誌
で
あ
る

送
ら
れ
て
く
る
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
の
現
状
報
告
が
主
な
内
容
で
、
す
べ
て
の
伝
教
者
と
信
徒
が
正
教
会
全
体
の
状
況
を
常
に
把
握
で
き
る
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
。

「
海
道
日
記
」
は
そ
の

吋
教
会
報
知
」
発
刊
以
前
の
、
伝
教
先
で
の
状
況
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。

イ
オ
ア
ン
小
野
の
、
東
海
道
地
域
に
お
け
る
活
動
の
一
端
が
わ
か
る
記
載
が
二
月
二
六
日
条
に
あ
る
。

せ
六
日
、
培
、
野
口
孫
十
郎
来
、
孫
十
郎
者
天
(
呂
田
出
豪
民
民
鈴
木
氏
之
戚
族
也
、
彼
曾
間
在
掛
川
講
聖
言
、
故
来
叩
也
、
夜
略
談
論
、
彼
大
喜
終
約
、
他
日
招
余
々

諾
駕
。

天
宮
村
(
現
静
岡
県
周
智
郡
森
釘
)

の
有
力
者
で
あ
り
、
以
前
か
ら
知
り
合
い
で
あ
る
鈴
木
氏
の
親
戚
で
あ
る
野
口
孫
十
郎
と
い
う
人
物
が
訪
ね
て
き
た
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
彼
は
掛
川
で
の
イ
オ
ア
ン
の
講
義
を
耳
に
し
、
興
味
を
示
し
て
訪
ね
て
き
た
の
で
あ
る
。
夜
通
し
語
り
合
い
、
後
日
野
口
が
イ
オ
ア
ン
を
招
く
と
い
う
約
束
が
交

わ
さ
れ
た
。
そ
の
約
束
は
、

三
丹
四
日
に
果
た
さ
れ
、
イ
オ
ア
ン
は
天
宮
村
に
向
か
い
、
野
口
宅
に
一

0
日
間
の
長
逗
留
を
し
て
い
る
も
そ
の
問
、
野
口
の
家
を
会
場

に
毎
日
講
義
を
行
な
い
、
村
人
が
多
い
と
き
に
は
七

O
名
も
集
ま
っ
た
と
い
う
お
。
野
口
は
イ
オ
ア
ン
が
掛
川
に
戻
っ
た
次
の
日
に
は
ま
た
イ
オ
ア
ン
の
も
と
を
訪
れ
、

部
月
に
村
を
再
訪
す
る
と
い
う
一
一
一
一
口
質
を
と
っ
て
い
る
。
天
宮
村
の
野
口
氏
の
場
合
の
よ
う
に
、
イ
オ
ア
ン
が
掛
川
か
ら
訪
問
す
る
先
に
は
、
森
村
(
現
静
陪
県
照
智
郡
森

阿
)
の
山
田
氏
と
坂
下
村
(
現
静
間
集
部
周
智
郡
森
町
)
藤
江
氏
と
い
う
家
が
あ
っ
た
こ
と
が
「
海
道
日
記
」
の
記
述
か
ら
わ
か
る
が
、
こ
の
二
つ
の
家
の
当
主
は
ど
ち
ら

も
鈴
木
氏
の
婿
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
鈴
木
氏
は
「
邑
之
老
人
七
八
名
主
鈴
木
氏
為
講
天
道
湖
原
ぉ
」
と
の
記
述
に
あ
る
よ
う
に
、
村
の
老
人
を
相
手
に
「
天
道
湖
原
」

の
講
義
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
正
教
の
教
え
に
通
じ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
イ
オ
ア
ン
が
こ
の
鈴
木
氏
と
ど
こ
で
知
り
合
っ
た
の
か
、
ま
た
鈴
木
氏

が
い
つ
か
ら
正
教
に
触
れ
て
い
た
の
か
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
掛
川
に
お
い
て
鈴
木
氏
は
イ
オ
ア
ン
の
力
強
い
協
力
者
で
あ
り
、
彼
を
介
し
て
、
新
し
い
聴
講
者
や

出
張
講
義
先
を
得
て
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
掛
川
に
滞
在
中
の
イ
オ
ア
ン
が
、
人
を
集
め
て
定
期
的
に
伝
教
の
た
め
の
講
義
を
行
な
っ
て
い
た
様
子
は
み
ら
れ
ず
、
わ
ず
か
に
「
黄
昏
村
松
来
、
為
講
馬
太

伝
ご
や
「
今
夜
議
教
鑑
ご
と
い
う
記
述
が
散
見
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ご
く
少
数
の
人
々
の
要
請
に
応
じ
て
、
個
人
的
に
「
馬
太
伝
(
マ
タ
イ
伝
)
」

ゃ
「
教
鑑
(
教
の
鑑
)
」
の
講
義
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
イ
オ
ア
ン
の
元
に
は
、
正
教
に
関
す
る
書
物
を
借
り
た
い
と
い
う
人
々
が
出
入
り
し
て
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い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
四
月
九
日
に
「
東
教
宗
鑑
』
を
借
り
に
来
た
土
師
双
他
郎
は
、

一
二
日
に
返
却
に
来
た
際
、
そ
の
ま
ま
そ
の
本
を
購
入
し
て
い
る
も
こ
の

よ
う
に
、
掛
川
で
の
イ
オ
ア
ン
の
活
動
は
、
非
常
に
個
人
的
な
つ
な
が
り
の
中
で
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

四
月
の
下
旬
、
イ
オ
ア
ン
は
愛
知
県
豊
橋
と
岡
崎
を
訪
問
し
て
い
る
。
豊
橋
に
も
関
崎
に
も
、
イ
オ
ア
ン
の
来
訪
を
待
ち
望
ん
で
い
た
人
々
が
お
り
、
イ
オ
ア
ン
は
連

日
講
義
を
行
う
こ
と
を
要
請
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
問
、
司
祭
と
な
り
各
地
を
巡
回
し
て
い
た
パ
ウ
エ
ル
沢
辺
が
、
東
海
道
を
通
行
す
る
に
あ
た
っ
て
岡
崎
に
立
ち
寄
り
、

そ
こ
で
入
信
希
望
者
に
洗
礼
を
施
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
準
備
の
た
め
、
イ
オ
ア
ン
を
含
め
、
東
海
道
地
域
に
い
る
伝
教
者
が
岡
崎
に
集
合
し
た
。
五
月
二
一
日
、
岡

崎
で
行
な
わ
れ
た
機
密
で
は
、
男
女
合
わ
せ
て
一
七
名
の
人
々
が
洗
礼
を
受
け
た
。
引
き
続
き
、

五
月
一
四
日
に
も
洗
礼
機
密
が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
は
、
岡
崎

在
住
者
だ
け
で
は
な
く
、
豊
橋
か
ら
も
希
望
者
が
集
ま
り
、
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
パ
ウ
エ
ル
沢
辺
が
司
祭
と
し
て
各
地
を
巡
回
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
は
、
希
望
者
が
洗
礼
を
受
け
る
機
会
が
増
え
た
と
同
時
に
、
伝
教
者
ら
が
、
自
分
の
伝
教
の
成
果
で
あ
る
信
徒
の
誕
生
を
、
自
の
当
た
り
に
で
き
る
機
会
を
得
る
結
果

と
な
っ
た
。

東
海
道
滞
在
中
の
イ
オ
ア
ン
に
は
、
東
京
本
会
か
ら
送
金
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
一
一
一
月
二
八
日
の

E
記
に
は
、
東
京
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
為
替
の
換

金
場
所
が
、
普
段
は
掛
川
郵
便
局
が
指
定
さ
れ
て
い
る
の
に
、
今
思
は
浜
松
郵
便
局
で
あ
っ
た
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
浜
松
に
出
向
い
た
様
子
が
記
載
さ
れ
て
い
る
宅
こ

の
こ
と
か
ら
、
伝
教
の
職
を
解
か
れ
て
東
海
道
方
面
に
や
っ
て
き
た
千
オ
ア
ン
の
活
動
も
、
経
済
的
に
は
正
教
会
本
会
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
.
第
四
回
の
公
会
ま
で

明
治
九
年
(
一
八
七
六
)

五
月
に
東
京
の
神
自
殺
河
台
に
一
戻
っ
た
イ
オ
ア
ン
小
野
に
つ
い
て
、
同
年
の
七
月
に
開
催
さ
れ
た
第
三
回
公
会
の
参
加
者
名
簿
の
中
に
は
そ

の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
吋

E
本
正
教
伝
道
一
一
変

の
記
述
に
よ
る
と
、
こ
の
公
会
の
の
ち
、
伯
台
福
音
教
会
で
は
、
他
地
域
へ
の
派
遣
伝
教
の
た
め
、
専
任
の

伝
教
者
が
い
な
く
な
り
、
教
会
の
維
持
に
困
難
を
来
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
仙
台
の
信
徒
ら
は
相
談
の
上
、
専
任
の
伝
教
者
と
し
て
イ
オ
ア
ン
小
野
の
就
任
を
要
請
し

た
と
い
う
。
し
か
し
イ
オ
ア
ン
は
「
予
は
本
年
公
会
の
際
に
も
、

一
家
の
都
合
に
よ
り
て
伝
教
の
公
職
を
奉
ぜ
ざ
り
し
を
以
て
、
今
兄
弟
等
の
勧
誘
あ
る
も
、
之
に
応
ず

る
能
は
ず
と
と
述
べ
て
、
そ
れ
を
固
辞
し
た
。
当
年
の
公
会
の
際
に
は
、
家
庭
の
都
合
に
よ
り
、
伝
教
職
を
辞
退
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
信
徒
ら
の
た
っ
て
の
綴
い
を
受
け
、

ニ
コ
ラ
イ
か
ら
の
勧
め
も
あ
り
、
イ
オ
ア
ン
は
仙
台
福
音
教
会
の
伝
教
者
に
復
帰
し
た
。

-9-
(160) 



こ
の
位
台
福
昔
教
会
で
の
伝
教
者
の
時
代
、
イ
オ
ア
ン
小
野
は
、
教
会
の
統
括
に
と
ど
ま
ら
ず
、
教
会
の
外
に
向
け
て
、
様
々
な
発
信
を
行
な
っ
て
い
く
。
そ
の
一
つ

が
吋
講
習
余
誌
出

の
発
刊
で
あ
る
。
吋
講
習
余
一
一
一
位

は
イ
オ
ア
ン
小
野
が
編
集
を
担
当
し
、
仙
台
に
お
い
て
発
刊
さ
れ
た
雑
誌
で
あ
り
、
毎
号
一
一
ペ
ー
ジ
、
丹
三
由
の

発
行
を
自
指
し
て
い
た
。
第
一
号
の
発
行
が
、
明
治
一

O
年
(
一
八
七
七
)

一
一
一
月
一
五
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
明
治
九
年
の
秋
以
降
に
仙
台
福
音
教
会
の
伝
教
者

に
復
帰
し
た
イ
オ
ア
ン
小
野
が
、
仙
台
に
お
け
る
教
会
活
動
の
か
た
わ
ら
、
こ
の
雑
誌
の
発
刊
準
備
を
進
め
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
第
一
号
の
発
行
を
記
念
し
て
、
明

治
初
年
に
共
に
位
台
か
ら
函
館
に
向
か
っ
た
真
山
温
治
が
叙
を
、
立
花
(
但
木
)
良
治
が
祝
辞
を
寄
せ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら
こ
の
雑
誌
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
が

明
ら
か
と
な
る
。
以
下
は
立
花
の
祝
辞
で
あ
る
。

講
習
余
誌
ノ
発
免
ヲ
祝
ス

(
仙
台
新
開
編
輯
長

立
花
良
治
)

讃
美
ス
、
講
習
余
誌
ノ
発
免
賛
美
ス
、
該
誌
論
富
ノ
精
微
入
ヲ
シ
テ
霊
魂
ノ
汚
穣
ヲ
洗
ハ
シ
メ
、
人
ヲ
シ
テ
肉
体
ノ
健
康
ヲ
保
夕
、
ン
ム
、
此
誌
ヲ
シ
テ
社
会
ニ
治
カ

ラ
シ
メ
、
此
旨
ヲ
シ
テ
人
心
ニ
徴
セ
シ
メ
バ
、
国
以
テ
文
明
ニ
赴
キ
、
人
以
テ
開
化
ニ
進
ミ
、
実
ニ

主
ノ
意
ニ
適
ハ
ン
ト
ス
、
蓋
シ
其
結
果
ヲ
観
ル
、
遠
キ
ニ
非

サ
ル
ヲ
信
ス
、
敢
テ
祝
ス
ぉ

学
び
、
考
え
る
と
こ
ろ
を
広
く
社
会
に
問
う
こ
と
に
よ
り
、
文
明
開
化
を
推
し
進
め
る
こ
と
は
、
主
の
音
山
に
沿
う
こ
と
で
あ
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
執
筆
者
は
編
集

の
イ
オ
ア
ン
小
野
を
初
め
、
パ
ウ
ェ
ル
佐
藤
や
パ
ウ
エ
ル
笹
川
な
ど
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
出
仙
台
藩
出
身
の
士
族
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
で
あ
る
。
そ
の
記
事
は
「
自
由
ノ
話
」

お
や
「
人
性
ノ
権
な
と
い
う
よ
う
な
、
概
念
の
解
説
を
自
的
と
し
た
も
の
や
、
「
人
間
生
活
ノ
自
的
」
ぉ
「
日
曜
呂
ノ
身
持
ヲ
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
暮
ら
す
べ
き
か
、
と
い

う
示
唆
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
、
そ
し
て
「
嬰
児
ヲ
部
青
ス
ル
盟
ノ
話
な
「
公
開
凶
問
答
」
お
と
い
う
よ
う
な
、

よ
り
具
体
的
に
西
洋
の
社
会
を
紹
介
す
る
も
の
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
共
通
す
る
の
は
、
す
べ
て
啓
蒙
的
な
視
点
で
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
正
教
の
教
義
そ
の
も
の
や
、
正
教
へ
の
勧
誘
が
全
面
に
押
し
出
さ
れ

た
記
事
は
非
常
に
少
な
い
。
こ
の
雑
誌
の
発
刊
事
業
は
、
正
教
会
の
伝
教
が
各
地
に
勢
い
よ
く
伸
展
す
る
な
か
で
、
ま
ず
は
人
材
の
育
成
に
力
点
を
置
く
べ
き
と
い
う
イ

オ
ア
ン
の
、
主
張
が
重
視
さ
れ
る
雰
毘
気
が
形
成
さ
れ
に
く
い
状
況
を
受
け
、
そ
の
代
わ
り
に
、
そ
の
主
張
を
少
し
で
も
実
現
で
き
る
方
法
と
し
て
、
イ
オ
ア
ン
が
押
し
進

め
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
。
こ
の

「
講
習
余
誌
」
と
時
を
向
じ
く
し
て
、
イ
オ
ア
ン
は
、
仙
台
に
お
い
て
演
説
会
も
主
催
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
明
治
九
年
か
ら
一

O
年
(
一
八
七
七
)
に
か
け
て
の
イ
オ
ア
ン
小
野
は
、
教
会
の
業
務
に
と
ど
ま
ら
ず
、
伯
台
に
お
け
る
啓
蒙
的
な
諸
活
動
に
お
い
て

も
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
。
し
か
し
、
明
治

O
年
の
第
呂
田
公
会
に
も
姿
を
見
せ
て
い
な
い
。
公
会
に
「
仙
台
福
音
教
会
之
景
況
、
と
し
て
パ
ウ
エ
ル
佐
藤
が
書
簡

で
寄
せ
た
報
告
に
は
、
「
イ
オ
ア
ン
小
野
ニ
ハ
病
人
ア
ル
ヲ
以
テ
カ
ヲ
他
ニ
及
ホ
ス
ヲ
得
ス
」
、
「
是
レ
マ
テ
祈
祷
ヲ
務
ム
ル
者
ハ
長
伝
教
者
イ
ヲ
ア
ン
小
野
ナ
ル
ガ
、
之
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レ
ヲ
モ
止
メ
テ
一
人
ノ
カ
ヲ
他
二
分
タ
ン
」
と
の
言
葉
が
み
え
、
イ
オ
ア
ン
小
野
は
家
族
内
に
病
人
を
抱
て
い
る
の
で
、
教
会
活
動
の
負
担
を
他
の
人
に
思
し
た
い
と
の

提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。
公
会
の
後
、
同
年
八
月
六
日
付
け
の
ニ
コ
ラ
イ
か
ら
イ
オ
ア
ン
小
野
へ
の
書
簡
で
は
、
「
間
関
ク
兄
ノ
愛
母
病
大
ニ
篤
シ
ト
、
誠
二
倍
ム
ヘ
キ
ナ

リ
、
願
ク
ハ
、
玉
ノ
思
ニ
ヨ
リ
康
安
ヲ
得
ル
コ
ト
ヲ
斗
と
あ
り
、
イ
オ
ア
ン
小
野
の
母
親
が
重
篤
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
母
親
は
明
治
一

O
年
九
月
一
六
日
に

亡
く
な
っ
た
位
。
正
教
を
奉
じ
、

マ
リ
ア
と
い
う
聖
名
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
。
「
講
習
余
誌
」

の
発
行
も
、
明
治
一

O
年
八
月
一
五
日
発
行
の
第
一
回
口
す
ま
で
は
、
月
三

屈
の
ペ

i
ス
が
だ
い
た
い
保
た
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
降
、
第
一
五
号
が
一
一
月
五
日
に
発
行
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
三
か
月
間
の
空
白
期
間
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

こ
の
時
期
の
イ
オ
ア
ン
は
、
教
会
活
動
に
お
い
て
も
一
一
一
一
口
論
活
動
に
お
い
て
も
、
母
J

殺
の
看
病
や
死
去
を
め
ぐ
る
繁
忙
の
中
で
、
思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き
な
い
状
況
に
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

翌
年
、
明
治
一
一
年
(
一
八
七
八
)

の
五
月
に
は
、
増
加
す
る
洗
礼
希
望
者
に
対
応
す
る
た
め
、
さ
ら
に

B
本
人
奇
祭
を
増
員
す
る
こ
と
が
図
ら
れ
、
仙
台
福
音
教
会

よ
り
一
名
選
出
す
る
よ
う
、

ニ
コ
ラ
イ
よ
り
指
示
が
あ
っ
た
。
仙
台
福
音
教
会
の
信
徒
ら
は
イ
オ
ア
ン
小
野
を
司
祭
候
補
者
と
し
て
選
出
し
た
が
、
イ
オ
ア
ン
小
野
は

「
私
事
を
以
て
、
こ
の
公
選
を
辞
し
、
今
藍
に
司
祭
の
職
に
就
任
す
る
能
は
ず
ご
と
述
べ
、
再
び
司
祭
と
な
る
こ
と
を
辞
退
し
た
。
「
私
事
」
と
は
、
母
親
の
死
を
受
け

た
、
家
族
内
の
諸
事
情
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
イ
オ
ア
ン
小
野
の
代
わ
り
に
は
、
パ
ウ
ェ
ル
佐
藤
が
選
出
さ
れ
た
。
七
月
一
九
日
、

パ
ウ
ェ
ル
佐
藤
は
他
の
司
祭
候
補

者
で
あ
る
イ
オ
ア
ン
酒
井
篤
札
・
マ
ト
フ
ェ
イ
影
田
孫
一
部
・
テ
ィ
モ
フ
ェ
イ
針
生
大
八
郎
・
イ
ア
コ
フ
高
屋
と
と
も
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
出
向
き
、
司
祭
の
叙
翠
を

受
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
明
治
八
年

八
七
五
)
に
司
祭
と
な
っ
た
パ
ウ
ェ
ル
沢
辺
を
含
め
、

日
本
人
司
祭
は
六
名
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
位
台
福
音
教
会
の
信
徒
ら

は
「
イ
オ
ア
ン
小
野
が
就
任
す
る
を
得
る
の
照
に
至
る
ま
で
よ
イ
オ
ア
ン
小
野
の
司
祭
就
任
を
待
つ
と
し
、
そ
の
後
イ
オ
ア
ン
小
野
は
、
明
治
一
四
年
(
一
八
八
こ

の
公
会
で
選
出
さ
れ
、
司
祭
に
叙
聖
さ
れ
て
い
る
。

六
月
に
行
わ
れ
た
明
治
一
一
年
の
公
会
に
お
い
て
は
、
司
祭
及
び
司
祭
候
被
者
を
中
心
に
、
人
員
の
配
置
が
話
し
合
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
パ
ウ
ェ
ル
沢
辺
が
函
館
を

拠
点
に
北
海
道
全
域
、
イ
オ
ア
ン
酒
井
が
盛
岡
を
中
心
に
八
戸
・
三
戸
・
福
岡
(
二
戸
)
・
三
本
木
・
秋
田
地
方
、

マ
ト
フ
ェ
イ
影
田
と
テ
ィ
モ
フ
ェ
イ
針
生
が
二
人
で

宮
城
県
佐
沼
田
川
辺
と
仙
台
・
石
巻
・
湊
・
高
城
間
周
辺
、
イ
ア
コ
フ
高
崖
が
大
阪
を
中
心
に
和
歌
山
・
岡
山
・
鹿
児
島
、
パ
ウ
エ
ル
佐
藤
が
東
京
お
よ
び
そ
の
近
鱗
と
決
定

し
た
。
こ
の
公
会
で
正
式
に
認
め
ら
れ
た
伝
教
者
は
七
三
名
で
、
そ
の
う
ち
一

七
名
が
正
伝
教
者
、
残
り
が
副
伝
教
者
で
あ
る
。
明
治
九
年
に
イ
オ
ア
ン
小
野
が
伝
教
の

た
め
に
訪
れ
て
い
た
地
域
は
、
表
の
沼
か
ら

M
に
相
当
す
る
が
、
岡
崎
に
は
七
六
名
、
名
古
屋
に
は
四
名
、
豊
橋
に
は
五
二
名
、
袋
井
・
森
・
天
宮
は
合
わ
せ
て
二
九
名

の
信
徒
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
伝
教
者
を
配
置
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
掛
川
に
つ
い
て
は
、
独
立
し
た
項
目
が
な
い
こ
と
か
ら
、
本
会
に
報
告
さ
れ
る
よ
う
な
成
果
と
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表 号尾治11年 (1878)7月の信教先とf言徒数

伝教区 教 i玄 信徒数

l 
降待会 麹町田谷両国浅草神田下谷持駒込!

785 
(東京) 本郷 .i菜111.左記以外・本会

2 
顕栄会

f左詔・登米・高清水・漁谷・寺崎・太田村・伊豆野・:

1209 
(岩手および宮城地方)

若柳・十文字・石越・金沢・金成・宮野・沢辺・

築館・岩ヶ埼-山の自・一関・東山教区の 7村

3 
1主初百三日主三iヱLミ

i仙台とその関辺・古JII 423 
(宮城地方)

4 
復活会

i函舘とその周辺・福山 260 
(蝦夷島)

5 
十字会 盛岡・釜石とその腐辺・大土とそのj認辺-土沢と

230 
(岩手地方) その局辺

6 青森地方 二戸・福間・ニ本木 101 

7 同じく青森地方 八戸 32 

8 秋田地方 毛馬!有・十二所・大館・久保田 92 

9 
ニ者会

生野・上野・大久保・小見・栃本・トナガ 73 
(栃木地方)

10 宮城地方 石巻・湊とその毘辺 110 

11 同じく宮城地方 タカシ・福田・仁下堤 88 

12 福島地方 福島とその局辺 38 

13 同じく福島地方 自j可 8 

14 栃木地方 ill3沢とその周辺

15 同じく栃木地方 喜連JlI.佐久山 21 

16 群馬地方 前構とそのj萄辺 50 

17 同じく群馬地方 高Ib奇・足和 19 

18 下総地方
佐倉・松IU奇・船尾その他・大森・木下・カナイチ・

63 
銚子・塚Ih奇

19 神奈}II地方 小田原とその路辺 137 

20 同じく神奈川地方 八王子 5 

21 伊旦地方 二島・修善寺・立野・韮山・江隠その他 45 

22 愛知地方 岡崎とその濁辺 76 

23 向じく愛知地方 名古屋 4 

24 同じく愛知地方 豊橋 52 

25 静岡地方 袋井・森・天宮 29 

26 和歌山地方 和歌山 20 

27 大坂 41 

28 備ぉIJ地方 i珂111

29 四国、阿波地方 徳島 本年より

30 九州、鹿児島地方 鹿児島 伝教開始

31 横浜

計 4115 

※ニコライ著、中村憶之介訳 f明治の日本ハリストス正教会ーニコライの報告書-j(教文館 一九九三)
13~22頁、により作成。
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は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
会
で
は
、
伝
教
者
の
配
置
の
議
題
に
際
し
、
こ
れ
か
ら
伝
教
を
は
じ
め
る
新
し
い
土
地
も
含
め
て
考
え
る
の
か
、
と
い
う

問
題
が
浮
上
し
た
が
、
そ
れ
は
採
決
の
結
果
、

四
分
の
三
の
賛
成
で
含
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
最
初
に
議
論
さ
れ
た
の
は
、
「
早
急
に
伝
道
者
を
派
遣
す

べ
き
鹿
児
島
ご
で
あ
っ
た
。
誰
を
伝
教
者
と
し
て
派
遣
す
る
か
と
い
う
向
い
に
対
し
、

四
人
の
伝
教
者
の
名
が
挙
が
っ
た
が
、
そ
の
中
か
ら
過
半
数
の
賛
成
で
イ
オ
ア

ン
小
野
が
選
ば
れ
、
鹿
児
島
の
伝
教
者
に
決
定
し
た
。
司
祭
へ
の
推
薦
は
断
っ
た
イ
オ
ア
ン
で
あ
る
が
、
当
年
度
か
ら
伝
教
が
間
開
始
さ
れ
る
鹿
児
島
の
伝
教
者
と
し
て
派

遣
さ
れ
る
こ
と
に
は
、
了
承
を
示
し
た
。

四
.
明
治
一
一
年
の
鹿
児
島
伝
教

第
五
回
公
会
の
決
定
を
受
け
、
イ
オ
ア
ン
小
野
が
鹿
児
島
へ
向
け
て
旅
立
っ
た
の
は
明
治
一
一
年
(
一
八
七
八
)

八
月
二
三
自
の
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
く
公
会
で
荷
山

に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ス
ピ
リ
ト
ン
大
島
と
同
行
で
は
な
か
っ
た
が
、
道
す
が
ら
た
び
た
び
一
緒
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
イ
オ
ア
ン
の
行
程
は
、
「
芝
停
車
場
ご

か
ら
汽
車
に
乗
っ
て
神
奈
川
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
は
徒
歩
や
駕
箆
で
東
海
道
を
西
に
進
み
、
神
戸
か
ら
船
に
乗
る
と
い
う
計
麗
で
あ
っ
た
。
イ
オ
ア
ン
は
東
海
道
沿
い

の
町
々
で
三
年
前
の
滞
在
の
際
に
知
り
合
っ
た
人
々
を
訪
ね
、
ま
た
そ
こ
に
派
遣
さ
れ
た
伝
教
者
と
話
し
、
時
に
は
講
義
や
説
教
を
行
な
い
、

ゆ
っ
く
り
と
西
へ
進
ん
だ

ょ
う
で
あ
る
。
ま
ず
静
河
県
の
掛
川
局
辺
で
は
、
鈴
木
氏
や
天
宮
の
野
口
氏
ら
と
の
再
会
を
果
た
し
、
講
義
な
ど
を
行
な
っ
て
三
日
間
滞
在
し
た
。
そ
の
後
、
愛
知
県
豊

橋
で
は
、

や
は
り
知
人
の
見
舞
い
を
し
、
会
堂
で
の
祈
祷
に
も
加
わ
っ
て
い
る
。
同
州
崎
で
は
そ
こ
を
管
轄
す
る
ス
テ
フ
ァ
ン
大
越
と
と
も
に
演
説
を
行
な
う
な
ど
し
て
、

四
日
間
滞
在
し
た
。
次
に
向
か
っ
た
名
古
屋
で
は
、
そ
こ
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
パ
ウ
ェ
ル
津
田
の
家
に
泊
ま
り
、
と
も
に
方
々
を
訪
ね
て
い
る
。
大
阪
に
到
着
し
た
の
が

九
月
九
日
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
大
阪
に
滞
在
し
て
い
る
司
祭
の
も
と
、
数
人
の
伝
教
者
が
集
ま
り
、
時
に
は
大
阪
観
光
に
も
出
か
け
た
。
イ
オ
ア
ン
は
鹿
児
島
の

前
に
長
崎
に
立
ち
寄
る
予
定
で
お
り
、
長
崎
行
き
の
船
を
待
つ
一

0
日
間
ほ
ど
を
大
阪
で
過
ご
し
て
い
る
。
船
で
到
着
し
た
長
崎
に
お
い
て
は
、
数
人
と
面
会
し
、
正
教

の
教
理
に
つ
い
て
の
議
論
を
行
な
っ
た
ほ
か
、
浦
上
を
訪
ね
た
り
、
経
箪
埋
葬
地
に
墓
参
し
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
墓
参
に
つ
い
て
の
記
述
は
「
至
陸
軍
埋
葬
地
、

市
尋
伊
佐
敷
氏
之
墓
、
墓
建
一
木
柱
題
日
二
等
中
警
部
伊
佐
敷
輩
之
墓
、
傍
記
明
治
十
年
八
月
十
五
日
没
ご
と
あ
り
、
知
り
合
い
で
あ
っ
た
伊
佐
敷
警
部
の
墓
で
祈
り

を
捧
げ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
長
崎
訪
問
は
、
イ
オ
ア
ン
小
野
が
、
鹿
児
島
へ
行
く
機
会
に
是
非
と
も
立
ち
寄
り
た
い
と
考
え
、

ル
ー
ト
に
組
み
入
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
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長
崎
か
ら
再
び
船
に
乗
っ
た
の
は
一

O
月
六
日
の
こ
と
で
、
鹿
児
島
に
は
一

O
日
に
到
若
し
た
。
イ
オ
ア
ン
が
来
訪
す
る
以
前
の
鹿
児
島
と
正
教
の
関
わ
り
を
詳
ら
か

に
は
し
得
な
い
が
、

ハ
十
月
十
日
ヲ
以
テ
本
地
ニ
着
セ
ト
モ
、
満
域
焼
痕
ノ
ミ
ニ
テ
賠
所
ヲ
得
ス
、
暫
ク
内
ノ
丸
ト
云
僻
地
ニ
関
居
セ
シ
ガ
、
巡
査
石
田
ロ
マ
ン

氏
ノ
潤
旋
ニ
ヨ
リ
テ
、

日
頃
下
野
上
橋
通
ト
云
フ
中
央
ノ
地
ニ
庶
ヲ
占
メ
タ
リ
♂
と
い
う
本
会
宛
て
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
「
巡
査
石
田
ロ
マ

ン
氏
」
と
い
う
、
す
で
に
聖
名
を
持
っ
た
人
物
が
現
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
明
治
一

年
一
月
に
鹿
児
島
の
東
千
石
馬
場
に
「
伊
々
斯
々
正
教
会
」
が
創
立
さ
れ
た
と

す
る
研
究
ぬ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
す
で
に
正
教
に
触
れ
て
い
る
人
物
が
鹿
児
島
に
存
在
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
イ
オ
ア
ン
は
到
着
早
々
、
酒
匂
氏
、

三
原
氏
、
川
畑
氏
、
石
田
氏
と
い
っ
た
、
お
そ
ら
く
イ
オ
ア
ン
来
訪
の
連
絡
を
事
前
に
受
け
て
い
た
人
々
と
、
頻
繁
な
行
き
来
を
し
て
い
る
こ
と
が
日
記
か
ら
読
み
取
れ

る

四
日
に
は
、
居
を
川
知
氏
宅
に
移
し
、
翌
日
川
畑
氏
に
対
し
正
教
教
理
の
説
教
を
行
な
っ
た
。
ま
だ
住
居
の
定
ま
ら
な
い
一
四
日
の
日
記
に
は
「
至
西
郷
及
諸
士

之
墓
地
ご
、
翌
々
日
一
六
日
の
日
記
に
は
「
又
至
警
視
戦
死
埋
葬
地
、
訪
中
川
操
吉
之
墓
ご
と
の
記
述
が
あ
る
。
中
川
操
吉
は
仙
台
の
人
で
、
明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
、

イ
オ
ア
ン
小
野
や
ペ
ト
ル
笹
川
が
自
宅
で
開
い
て
い
た
教
理
研
究
の
紘
一
で
学
び
そ
の
後
上
京
、
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
駿
河
台
に
て
洗
礼
を
受
け
た
人
物
で
あ
る
。
長

崎
で
訪
れ
た
「
伊
佐
敷
氏
之
墓
」
の
伊
生
敷
臼

つ
い
て
は
、
竹
日
本
正
教
伝
道
誌
」
に
、
明
治
五
年
の
こ
と
と
し
て
、
下
記
の
記
述
が
あ
る
。

持
の
政
府
は
、
尚
こ
れ
を
疑
ひ
、
警
視
庁
に
命
じ
、
在
職
の
警
部
伊
坐
敷
盤
(
郎
ち
イ
ア
コ
フ
伊
坐
敷
、
鹿
沼
島
人
)
・
大
山
'
端
正
(
鹿
児
島
人
)
等
を
し
て
、

リ
ス
ト
ス
教
研
究
の
書
生
の
知
く
装
は
し
め
、

ニ
コ
ラ
イ
師
の
学
校
に
入
学
し
密
々
探
偵
せ
し
め
た
り
。
伊
坐
敷
等
校
内
に
起
臥
し
、
深
く
探
偵
を
遂
げ
た
る
も
、

純
然
た
る
宣
教
師
な
る
ニ
コ
ラ
イ
輔
の
事
に
関
し
て
は
、
素
よ
り
一
点
の
疑
を
入
る
べ
き
点
も
な
く
、
又
学
校
に
於
て
学
ば
し
む
る
所
の
教
理
、
ま
た
伝
教
師
を
し

て
伝
へ
し
む
る
宗
義
の
知
き
も
、
公
明
正
大
な
る
宗
教
に
て
、
又
世
間
に
流
言
す
る
が
如
き
撃
の
痕
跡
も
な
く
、
却
て
こ
の
正
教
こ
そ
、
こ
れ
実
に
今
後
我
日
本
帯

額
の
宗
教
と
な
す
べ
き
も
の
な
る
事
を
認
め
た
り
。
探
偵
の
為
め
に
、
偽
り
て
学
校
に
入
り
た
る
伊
坐
敷
は
、
却
て
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
を
信
じ
、
聖
名
を
イ
ア
コ
フ

と
称
し
、
新
教
の
為
め
に
な
す
あ
ら
ん
と
す
る
の
入
な
り
し
に
、
不
幸
に
し
て
病
の
た
め
に
逝
け
り
。
幻

伊
坐
敷
撃
は
元
々
は
内
偵
の
た
め
に
教
会
に
送
り
込
ま
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
自
ら
も
正
教
の
洗
礼
を
受
け
る
に
い
た
っ
た
。
長
崎
の
墓
に
葬
ら
れ
て
い
た
の

は
、
お
そ
ら
く
こ
の
人
物
で
あ
ろ
う
。
伊
坐
敷
も
中
川
も
、
政
府
側
の
一
人
と
し
て
西
南
戦
争
に
出
動
し
、
任
務
の
中
で
命
を
落
と
し
て
、
そ
の
場
所
で
葬
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
イ
オ
ア
ン
小
野
が
、
親
し
い
付
き
合
い
の
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
二
人
の
墓
参
を
す
る
の
は
当
然
と
い
え
る
が
、
そ
の
な
か
で
、
中
川
よ
り
も
先
に
西
郷
ら
の
墓

を
訪
ね
て
い
る
こ
と
は
、
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
が
残
る
。

一
六
日
か
ら
は
、
イ
オ
ア
ン
は
い
く
つ
か
の
工
場
を
見
学
し
て
思
っ
て
い
る
。

一
六
日
に
は
磯
浜
紡
績
場
、

一
九
日
に
は
田
浦
製
絢
場
と
竹
会
社
、
二
二
日
に
は
花
会

(155) 
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社
を
訪
問
し
た
。
特
に
一
六
日
の
磯
浜
紡
績
場
に
つ
い
て
は
「
午
後
携
川
熔
氏
之
女
至
磯
浜
紡
績
場
、
妙
巧
堪
驚
、
余
歓
様
窮
其
審
布
記
之
俳
佃
数
時
、
克
期
他
日
間
帰
ご

と
あ
り
、
そ
の
工
場
の
技
術
や
設
備
の
巧
妙
な
さ
ま
に
驚
き
、
詳
し
く
書
き
と
め
よ
う
と
数
時
間
に
わ
た
っ
て
滞
在
し
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

イ
オ
ア
ン
小
野
は
、
鹿
児
島
に
つ
い
て
三
週
間
ほ
ど
見
聞
し
た
こ
と
を
、

一
一
月
三
日
に
東
京
本
会
に
書
状
で
報
告
し
て
い
る
お
。
続
け
て
一
一
月
二
二
日
に
送
付
し

た
書
状
と
合
わ
せ
て
、
「
教
会
報
知
」
第
二
二
号
に
「
鹿
児
島
県
下
之
景
況
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
下
記
の
よ
う
な
、
非
常
に
否
定
的
な
感
想
が
遠
慮
の

な
い
表
現
で
書
き
連
ね
ら
れ
て
い
る
。

当
地
不
学
本
邦
第
一
ナ
ル
ベ
シ
、
男
子
ノ
字
ヲ
知
ル
者
百
人
中
一
入
、
女
子
ハ
千
人
ノ
中
一
人
ナ
ル
ヨ
シ

(
字
ヲ
知
ル
ト
ハ
仮
名
ノ
コ
ト
)
。
士
族
頑
固
暴
威
ヲ
失

ハ
ズ
、
平
氏
卑
屈
名
状
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
風
俗
野
蛮
ニ
シ
テ
遊
蕩
淫
戯
多
シ
、
毎
日
事
ナ
ケ
レ
バ
必
ズ
酒
ヲ
呑
ミ
三
弦
ヲ
鳴
ラ
シ
、
男
女
放
歌
シ
醜
々
間
ク
ニ
堪
ヘ
ズ
、

女
子
ニ
シ
テ
泥
酔
シ
、
白
日
街
頭
ヲ
放
歌
躍
舞
シ
ク
ル
者
、
我
輩
ハ
生
来
始
テ
此
地
ニ
見
タ
リ
。
風
俗
ノ
不
宜
コ
ト
、
又
方
言
ノ
不
適
ナ
ル
コ
ト
ヲ
説
ケ
バ
一
応
ハ

御
尤
千
万
、
此
地
ハ
何
分
僻
地
ニ
テ
実
ニ
御
説
ノ
通
リ
ナ
リ
ト
云
フ
、
大
ニ
感
服
セ
シ
カ
如
、
ン
、
然
レ
ト
モ
若
シ
再
三
ニ
及
ベ
ハ
必
ス
怒
テ
東
京
ノ
言
語
モ
宜
シ
カ

ラ
ズ
、
大
坂
ノ
風
俗
モ
宜
シ
カ
ラ
ズ
ト
云
テ
威
張
ル
ナ
リ
、
是
ハ
図
質
ナ
ル
ベ
シ
。
男
子
暴
欽
五
升
ヲ
傾
ケ
、
女
子
二
升
ヲ
傾
ク
ト
云
フ
、
此
ノ
如
キ
者
、
毎
町
二

三
人
ニ
下
ラ
ズ
ト
。
当
地
ノ
人
民
ハ
唯
霊
魂
ノ
楽
ミ
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
肉
体
ノ
楽
ミ
モ
少
シ
ク
嵐
致
ヲ
帯
ヒ
タ
ル
上
等
ノ
楽
ミ
ハ
知
ル
者
断
テ
ナ
シ
。
一
泊

こ
れ
は
か
つ
て
自
分
自
身
も
実
際
に
出
兵
し
そ
「
賊
軍
・
敗
箪
ご

一
穫
の
高
揚
感
が
言
わ
せ

の
熔
印
を
押
さ
れ
た
そ
の
相
手
で
あ
る
鹿
児
島
を
自
の
当
た
り
に
し
た
、

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
O
月
三

O
白
に
は
知
覧
の
伊
佐
敷
氏
を
訪
ね
、
そ
の
後

八
日
に
は
酒
宴
を
間
開
い
て
い
る
。
吋
教
会
報
知
」
に
は
「
伊
生
数
の
担

一
月
三
日
に
は
請
わ
れ
て
祈
祷
、

父
は
老
人
に
候
得
共
、
至
て
正
直
に
て
学
問
も
有
之
、
少
々
頼
数
人
に
御
産
候
、
尤
も
書
籍
等
見
せ
置
申
候
、
立
つ
大
に
周
旋
の
心
得
に
相
成
居
申
候
、
不
B
一
両
三
名
の

書
生
を
遣
わ
す
と
約
束
も
致
せ
り
。
ご
と
あ
り
、
こ
の
伊
佐
敷
氏
は
、
東
京
本
会
に
内
偵
と
し
て
入
り
込
み
、
そ
の
後
一
長
崎
で
亡
く
な
っ
た
「
伊
佐
敷
警
部
」

の
担
父
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
、
「
少
々
頼
数
人
(
た
の
も
し
き
ひ
と
こ
と
の
評
価
を
加
え
て
い
る
。
イ
オ
ア
ン
小
野
の
鹿
児
島
で
の
伝
教
活
動
は
、
こ
の
よ
う
な
っ
て
を
た
ど
っ
て

始
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
一
月
二
日
に
は
下
記
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

廿
八
日
軒
前
ニ
「
耶
蘇
正
教
講
義
」
ノ
六
大
字
ヲ
掲
シ
、
又
同
様
相
認
メ
、
傍
ニ
旧
作
事
跡
及
ヒ
番
地
ト
姓
名
ア
記
、
ン
、
向
処
ニ
テ
毎
夜
七
時
ヨ
リ
ト
細
審
シ
テ
、

九
ソ
往
来
繁
多
ノ
街
衛
二
十
余
処
ニ
掲
示
シ
、
昏
後
ハ
軒
前
ニ
燈
ヲ
点
、
ン
、
又
「
耶
蘇
正
教
講
義
」
ト
大
番
シ
、
七
時
ヨ
リ
開
講
致
候
処
、
三
十
名
許
来
聴
者
有
之
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候
事
、
是
ノ
当
所
着
巴
来
始
テ
ノ
講
義
ナ
ワ
、
同
廿
九
日
来
聴
者
八
九
十
名
、
間
三
十
詰
来
聴
者
百
二
十
名
余
ナ
リ
ト
、
十
二
月
一
自
、
其
来
聴
ス
ル
者
幾
名
ト
云

フ
ヲ
不
知
、
席
己
ニ
満
テ
戸
外
ニ
立
ル
者
亦
多
シ
、
始
テ
入
来
ル
持
ハ
冷
笑
ノ
顔
ヲ
以
テ
槻
ケ
リ
半
分
ニ
来
ル
様
ニ
棺
見
得
申
候
、
講
義
己
ニ
半
ニ
モ
至
レ
ハ
皆
低

嘗
シ
テ
敢
テ
動
ク
者
ナ
シ
、
講
義
終
レ
ハ
甚
感
激
ニ
暇
ヲ
告
ケ
去
ル
、
最
初
入
来
ル
時
ト
ハ
殻
況
甚
異
リ
申
候
、
ω

こ
れ
に
よ
る
と
、
街
中
で
宣
伝
を
大
々
的
に
行
な
い
「
耶
蘇
正
教
講
義
」
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、

一
月
二
八
百
に
は
一
二

O
名
ば
か
り
、

二
九
日
に
は
八
、
九

O
名
、
一
ニ

。
自
に
は
一
二

O
名
余
り
、

一
一
一
月
一
日
に
は
一
戸
外
に
立
つ
人
ま
で
出
る
ほ
ど
の
盛
況
を
み
せ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
来
聴
者
の
表
情
か
ら
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
次
の

で
は
、
「
過
目
線
述
セ
シ
後
退
々
聴
衆
モ
柏
増
シ
、
毎
夜
二
百
名
己
上
ニ
御
坐
候
、
雨
降
等
ニ
テ
モ
極
不
足
ノ
時
モ
吾
五
十
名
ヨ
リ
減

シ
不
申
、
少
数
多
人
数
ト
見
得
候
節
ハ
、
三
吉
人
巳
上
ニ
有
之
申
候
ご
と
述
べ
ら
れ
、
非
常
に
多
く
の
人
々
が
、
引
き
続
き
講
義
を
聴
き
に
来
て
い
る
こ
と
が
報
じ
ら

れ
た
。
し
か
し
、
「
自
記
草
稿
」
に
は
こ
九
日
の
来
聴
者
は
六

O
名

句

三

O
日
も
「
講
来
総
如
昨
ご
と
あ
り
、
東
京
本
会
に
報
告
さ
れ
た
数
字
と
は
異
な
る
。
こ
の
こ

と
は
、
鹿
児
島
が
今
後
さ
ら
に
伝
教
が
発
展
し
う
る
土
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
東
京
本
会
、
ま
た
は
全
国
の
伝
教
者
ら
に
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
、
イ
オ
ア

ン
の
気
持
ち
の
表
れ
と
と
ら
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
次
の
害
状
で
は
、

々
タ
ル
有
様
ニ
テ
、
多
ク
シ
テ
拾
四
五
名
、
少
ニ
シ
テ
ハ
三
四
名
位
ノ
聴
人
有
之
と

と
あ
り
、

一
時
の
盛
況
ぶ
り
が
収
ま
り
、
聴
衆
が
一

O
名
前
後
に
減
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
要
因
を
、
イ
オ
ア
ン
小
野
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

如
此
(
多
々
ヲ
極
メ
侯
様
相
成
候
原
因
ハ
私
ノ
不
抱
強
第
一
ニ
候
得
共
、
其
他
ニ
モ
所
以
御
坐
候
、
彼
ノ
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
」
人
ノ
商
派
出
張
侯
内
、

一
人
ハ
世
故

ヲ
雑
テ
講
シ
、
尤
モ
一
言
語
滑
稽
ニ
渡
リ
俗
人
ノ
耳
白
ヲ
娯
ハ
シ
メ
、
羊
皮
ヲ
家
リ
テ
岐
路
ニ
引
キ
候
ニ
付
、
自
然
彼
ニ
向
フ
様
ニ
相
成
申
候
、
又
今
一
ツ
ハ
甚
ダ
修

飯
ヲ
極
メ
、
旦
ツ
「
ヲ
ル
ガ
ン
」

ヲ
持
参
リ
、
毎
夜
奏
楽
致
候
ニ
付
、
是
又
克
女
ノ
歓
ヲ
取
り
申
候
、
其
上
当
時
ハ
米
国
人
参
リ
居
、
甚
ダ
大
入
リ
ノ
様
子
ニ
御
坐

候
、
是
ガ
為
ニ
一
抗
弁
ノ
真
理
ヲ
聴
ク
ヨ
リ
モ
娯
ミ
半
分
ニ
集
リ
申
候
次
第
御
坐
候
。
“

こ
れ
以
前
の
書
状
に
お
い
て
、

西
名
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
伝
教
者
が
長
崎
か
ら
鹿
児
島
に
来
て
お
り
、
「
未
ダ
正
教
ノ

「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
」
教
ニ
卓
越
シ
タ
ル
宗
徒

ノ
正
統
ナ
ル
コ
ト
ハ
知
ル
者
無
之
候
」
と
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
た
“
。
彼
ら
は
世
間
話
を
織
り
交
ぜ
、
滑
稽
で
楽
し
い
話
を
し
、
し
か
も
オ
ル
ガ
ン
を
演
奏
し
て
楽
し

ま
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
米
毘
入
宣
教
師
を
見
る
目
的
で
も
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
イ
オ
ア
ン
は
、
「
抗
弁
」

一
つ
で
対
抗
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
イ
オ
ア
ン
は
、
学
校
教
師
や
士
族
に
は
少
々
望
み
が
あ
る
者
も
い
る
が
、
平
民
に
は
子
ど
も
に
教
え
る
よ
う
な
つ
も
り
で
あ
た
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
も
述
べ
て
い
る
宅
し
か
し
そ
の
よ
う
な
中
か
ら
、
少
し
ず
つ
質
問
す
る
者
が
出
て
く
る
な
ど
、
わ
ず
か
な
手
応
え
を
感
じ
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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五
.
お
わ
り
に

明
治
二
一
年
(
一
八
七
九
)
七
月
、
第
六
盟
公
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
こ
に
イ
オ
ア
ン
小
野
が
提
出
し
た
鹿
児
島
の
状
況
は
、
未
だ
信
徒
と
し
て
数
え
ら
れ
る
人
は
い

な
い
も
の
の
、
正
教
を
信
じ
て
講
義
に
参
加
す
る
者
が

一
名
い
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
ω
。
こ
の
公
会
に
お
い
て
は
、
西
南
地
方
の
伝
教
に
力
を
入
れ
る
べ
き
か

ど
う
か
が
争
点
の
一
つ
と
な
っ
た
が
、
そ
の
際
に
鹿
児
島
の
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
を
求
め
ら
れ
た
イ
オ
ア
ン
は
、
「
世
人
ハ
外
貌
ヲ
見
テ
騒
倣
親
シ
ム
可
ラ
サ
ル
モ
ノ

ト
ス
レ
ト
モ
、
其
心
ハ
甚
タ
謙
遜
ノ
心
ニ
テ
真
実
ヲ
尋
ス
ル
ナ
リ
、
先
ツ
第
一
ニ
彼
ノ
黒
人
ハ
集
合
心
ア
リ
テ
、
彼
ノ
一
昨
年
西
南
ノ
役
ニ
ハ
死
ヲ
惜
マ
ス
シ
テ
皆
ナ
協

同
セ
リ
、
此
ノ
如
ク
一
致
集
合
ス
ル
ノ
心
ア
ル
故
ニ
悪
ニ
趣
ケ
ハ
恐
ル
可
シ
ト
蹴
ト
モ
、
善
ニ
集
合
ス
レ
ハ
甚
タ
宜
キ
ナ
リ
ご
と
述
べ
、
伝
教
活
動
を
通
し
て
実
際
に

多
く
の
人
々
と
関
わ
る
中
で
、
到
着
当
初
の
悪
印
象
が
一
転
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ロ
シ
ア
人
宣
教
締
ニ
コ
ラ
イ
は
、
早
い
段
階
か
ら
東
京
以
西
へ
の
伝
教
に
熱
い
思
い
を
抱
い
て
き
た
。
前
年
の
ロ
シ
ア
本
由
へ
の
報
告
書
の
中
で
も
、
「
実
の
と
こ
ろ

こ
れ
ま
で
宣
教
団
は
も
っ
ぱ
ら
臼
本
の
北
半
分
の
た
め
に
力
を
注
い
で
き
た
。
し
か
し
い
ま
や
南
半
分
の
こ
と
も
考
え
る
べ
き
で
あ
る
ご
と
主
張
し
、
第
六
回
の
公
会

で
も
「
今
主
ノ
教
ハ
日
本
ニ
来
リ
東
ノ
ミ
ヲ
照
ス
故
ナ
シ
、
然
ラ
ハ
実
ニ
全
日
本
ヲ
照
ス
可
シ
ご
と
述
べ
、
東
京
以
西
へ
の
伝
教
に
力
を
入
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
、
議

論
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。
し
か
し
、
公
会
に
集
ま
っ
た
日
本
入
信
徒
ら
は
、
大
勢
の
信
徒
を
抱
え
る
東
北
地
方
の
教
会
活
動
を
定
着
さ
せ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

人
員
を
割
き
力
を
入
れ
る
べ
き
か
、
鹿
児
島
の
よ
う
な
新
し
い
伝
教
地
に
伝
教
者
を
送
り
込
み
、
さ
ら
な
る
伝
教
地
を
開
拓
す
る
べ
き
か
で
意
見
が
二
分
、
侃
々

々
の

議
論
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
議
論
の
中
で
、
イ
オ
ア
ン
小
野
は
一
貫
し
て
新
し
い
伝
教
地
を
開
く
べ
き
と
の
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
。
明
治
六
年
(
一
八
七
三
)

の
段
階
で
は
「
予
は
保
守

に
適
す
る
も
、
進
取
に
適
せ
ざ
る
が
故
に
、
敢
て
新
地
に
赴
任
す
る
を
欲
せ
ず
」
と
述
べ
て
い
た
イ
オ
ア
ン
が
、
こ
の
よ
う
な
考
え
を
持
つ
に
い
た
っ
た
の
は
、
東
海
道

や
鹿
児
島
で
の
伝
教
の
体
験
に
そ
の
要
因
が
あ
る
の
は
間
間
違
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
要
因
の
一
つ
に
は
、
司
祭
へ
の
推
挙
を
断
っ
た
こ
と
で
、
思
ら
ず
も
向
か
う
こ

と
に
な
っ
た
東
海
道
地
域
に
お
い
て
、
洗
礼
が
施
さ
れ
る
場
に
立
ち
会
い
、
伝
教
の
成
果
と
し
て
信
徒
が
誕
生
す
る
瞬
間
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

可
祭
が
増
え
、
洗
礼
を
施
す
機
会
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
た
ち
の
伝
教
の
成
果
が
、
信
徒
と
な
り
教
会
を
形
作
っ
て
い
く
と
い
う
喜
び
は
大
き
か
っ
た
は
ず
で
あ

る。
第
二
点
と
し
て
、
東
海
道
に
お
い
て
も
、
そ
の
後
の
鹿
児
島
に
お
い
て
も
、
わ
ず
か
な
っ
て
を
頼
っ
て
様
々
な
土
地
に
入
り
込
み
、
多
様
な
風
土
や
生
活
、
産
業
な
ど
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に
触
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
学
問
と
し
て
の
正
教
と
い
う
形
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
定
着
す
る
正
教
の
必
要
性
に
気
づ
き
、
そ
れ
は
ど
の

よ
う
に
伝
え
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
日
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
伝
教
ス
ル
ニ
モ
土
地
異
ナ
レ

ハ
其
様
子
モ
告
ラ
異
ナ
リ
ご
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
ず
か
に
伝
わ
る
。
ま
た
第
六
同
八
ム
会
の
中
で
、
岡
崎
を
担
当
し
て
い
た
ス
テ
フ
ァ
ン
大
越
が
「
教
理
を
精

く
す
と
難
と
も
聖
寵
に
泳
浴
す
る
に
非
ら
さ
れ
は
、
徳
に
生
長
す
る
能
は
す
ご
と
発
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
学
問
的
に
教
理
に
精
通
す
る
こ
と
だ
け
で
は
不
十
分

で
あ
る
と
の
認
識
は
、
新
し
い
伝
教
先
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
伝
教
者
に
共
通
の
も
の
で
あ
っ
た
。

三
点
目
と
し
て
、
伝
教
先
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
と
の
競
合
が
あ
る
。
ニ
コ
ラ
イ
は
「
正
教
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
対
比
さ
れ
て
こ
そ
自

ら
の
盛
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
と
い
う
信
念
を
持
っ
て
い
た
が
、
同
じ
土
地
に
お
け
る
競
合
は
、

一
般
の
聴
衆
に
対
し
て
の
有
効
性
だ
け
で
は
な
く
、

イ
オ
ア
ン
ら
伝
教
者
に
と
っ
て
も
、
正
教
を
客
観
視
し
、
そ
の
特
質
を
改
め
て
認
識
す
る
機
会
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
伝
教
を
行
う
こ
と
は
、
広
く
世
の
中
を
見
聞
し
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
士
族
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
ら
の
知
的
欲
求
を
満
た
す
ば
か

り
で
な
く
、
正
教
を
客
観
視
し
、

よ
り
深
く
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
正
教
が
「
自
分
た
ち
の
教
え
」
、
す
な
わ
ち
「
旧
仙
台
藩
士
族
の
教
え
」

と
い
う
仲
間
意
識
に
支
え
ら
れ
た
共
有
の
枠
を
越
え
、

よ
り
可
能
性
の
あ
る
宗
教
で
あ
る
こ
と
を
彼
ら
に
実
感
さ
せ
た
。
以
前
は
学
問
的
傾
向
に
陥
り
が
ち
で
あ
っ
た
土

族
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
ら
が
、
故
郷
か
ら
離
れ
た
土
地
で
あ
っ
て
も
、
人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
産
接
訴
え
か
け
、
影
響
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
、
そ
れ

を
自
ら
が
進
む
べ
き
道
と
と
ら
え
、
活
動
に
選
進
し
た
こ
と
が
、
正
教
会
に
全
国
伝
教
へ
の
舵
を
大
き
く
き
ら
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

註1 

ニ
コ
ラ
イ
著
、
中
村
健
之
介
訳
刊
明
治
の
日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
i

ニ
コ
ラ
イ
の
報
告
書
!
」
(
教
文
館

一
四
j

一
六
頁
。

一
九
九
三
)

2 

「
小
野
家
資
料
」
(
仙
台
市
博
物
館
所
蔵
)

3 

同
右
。

4 

吋
仙
台
市
博
物
館
収
蔵
資
料

g
録

mml位
台
藩
士
資
料
(
家
わ
け
)
j」
(
仙
台
市
博
物
館

一
九
九
四
)
に
は
、
「
日
記
草
稿
」
と
の
タ
イ
ト
ル
で
収
録
さ
れ
、
年

未
詳
と
な
っ
て
い
る
が
、

一
O
月
一

O
B
に
鹿
児
患
に
到
着
し
た
と
い
う
記
述
が
、
吋
教
会
報
知
」
第
二
二
号
(
明
治
一
一
年
一
一
一
月
一
五
日
)

へ
の
報
告
と
一
致
す
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る
こ
と
な
ど
か
ら
、
明
治

一
年
八
月
二
五
日
か
ら
同
年
一
一
一
月
二
三
日
の
日
記
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

5 

「
仙
台
市
博
物
館
年
報
」
七

一
九
七
九
)

(
仙
台
市
博
物
館

6 

「
仙
台
市
博
物
館
収
蔵
資
料
自
録
四
l

仙
台
藩
士
資
料
(
家
わ
け
)
!
」
(
仙
台
市
博
物
館

一
九
九
回
)

7 

拙
稿
「
士
族
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
の
在
村
時
代
!
そ
の
日
常
と
知
的
営
為
j
」
(
吋
歴
史
人
類
」
第
三
七
号

二
O
O
九
)

8 

「
明
治
初
期
日
本
人
信
徒
に
よ
る
「
正
教
会
」
理
解
l

士
族
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
に
注
呂
し
て
j

」
(
「
社
会
文
化
史
学
」
第
五
三
号

二
O

一O
)

9 

石
川
喜
三
郎
編
吋
日
本
正
教
伝
道
誌
』
巻
之
或
(
正
教
会
編
輯
局

思
一
頁
。

一
九

O

ニ

10 

同
右
、
三
九
頁
。

11 

間
右
、
四
回
頁
。

12 

同
右
、
同
真
。

13 

同
右
、
問
実
。

14 

明
治
四
(
一
八
七
一
)
年
ニ
コ
ラ
イ
が
一
民
っ
て
く
る
と
、
本
格
的
な
教
理
研
究
が
開
始
さ
れ
た
が
、
旧
仙
台
藩
士
族
ら
の
一
部
は
、
原
一
誌
を
学
ん
だ
後
に
研
究
し
な

く
て
は
、
そ
の
奥
義
は
究
め
ら
れ
な
い
と
の
思
い
か
ら
、

ロ
シ
ア
語
習
得
の
必
要
性
を
主
張
し
た
と
い
う
。
そ
の
状
況
を
沢
辺
の
み
は
「
稿
に
誇
へ
ら
く
、
仙
台
よ
り

相
会
し
た
る
輩
は
、
小
野
・
笹
川
を
始
め
、
何
れ
も
こ
れ
儒
者
の
輩
な
れ
ば
、
彼
等
は
平
素
学
問
を
好
み
、
読
書
講
学
を
以
て
そ
の
業
と
な
さ
ん
と
す
る
の
額
き
あ
り
。

斯
く
て
は
到
底
布
教
の
大
事
を
決
行
す
る
事
思
束
な
け
れ
ば
、
何
と
か
し
て
こ
れ
を
廃
止
せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
(
「
自
本
正
教
伝
道
誌
」
巻
之
牽

一
O
九
莫
)
と

見
て
い
た
。

15 

前
掲
吋
日
本
正
教
伝
道
誌
」
巻
之
威
、
四
三
頁
。

16 

同
右
、

四
回
頁
。

17 

同
右
、
四
五
真
。

18 

間
右
、
五
一
頁
。

19 

石
川
喜
三
郎
編
吋
日
本
正
教
伝
道
…
…
を
巻
之
萱
(
正
教
会
編
輯
局

一
九

O
二
二
三
七
真
。

20 

登
米
岡
県
は
明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
に
宮
城
県
に
編
入
。
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21 

前
掲
吋
日
本
正
教
伝
道
誌
」
巻
之
堂
、
二
四
一
一
員
。

22 

前
掲
「
日
本
正
教
伝
道
誌
」
巻
之
誌
、
七
二
真
。

23 

同
右
、
同
頁
。

24 

「
海
道
日
記
」

ニ
丹
四
百
j
一
一
一
一
日
条
。

25 

「
海
道
日
記
」
三
丹
五

E
条。

26 

「
海
道
自
記
」
三
月
五
自
条
。

27 

「
海
道
自
記
」
一
一
一
月
一
七
日
条
。

28 

「
海
道
岳
山
記
」
三
丹
一
八
日
条
。

29 

「
海
道
日
記
」
四
月
九
日
条
・

一
二
日
条
。

30 

「
海
道
日
記
」
二
月
二
八
日
条
。

31 

「
公
会
議
事
録

明
治
九
年
」
(
盛
邸
内
ハ
ワ
ス
ト
ス
正
教
会
所
蔵
)

32 

前
掲
「
日
本
正
教
伝
道
誌
」
巻
之
誌
、
七
六
頁
。

33 

「
講
習
余
誌
」
第
一
号
(
明
治
一

O
年
三
月
一
五
日
)
仙
台
市
立
博
物
館
所
載
。
以
下
の
「
講
習
余
誌
」
は
全
て
同
所
蔵
。

34 

『
講
習
余
誌
」
第
一
号
・
第
二
号
(
明
治
一

O
年
三
月
一

五
百
)
・
第
三
号
(
明
治
一

O
年
四
月
五
日
)
・
第
六
号
(
明
治
一

O
年
五
月
五
日
)
・
第
九
号
(
明
治
一

O
年
六
月
一
五
百
)
に
五
毘
連
載
。

35 

「
講
習
余
誌
」
第
二
ハ
号
(
明
治
一

O
年
一
二
月
五
日
)
・
第
一
七
日
す
(
明
治
一

O
年
二
一
月
二
五
日
)
に
二
宿
連
載
。

36 

「
講
習
余
誌
」
第
一
号
・
第
三
号
・
第
四
号
(
明
治
一

O
年
四
月
一
五
日
)

の
三
回
に
連
載
。

37 

吋
講
習
余
誌
」
第
五
号
(
明
治
一

O
年
四
月
二
五
日
)
・
第
六
号
・
第
七
号
(
明
治
一

O
年
五
月
一
五
日
)
に
三
回
連
載
。

38 

「
講
習
余
…
一
日
時
」
第
四
号
。

39 

「
講
習
余
誌
」
第
九
号
(
明
治
一

O
年
六
月
一
五
日

40 

「
明
治
十
年
公
会
議
事
録
」
(
盛
岡
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
所
蔵
)
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41 

「
ニ
コ
ラ
イ
書
状
」
(
「
小
野
家
資
料
」
仙
台
市
博
物
館
所
蔵
)

42 

「
小
野
家
系
譜
」
(
「
小
野
家
資
料
」
仙
台
市
博
物
館
所
蔵
)

43 

前
掲
「
日
本
正
教
伝
道
誌
」
巻
之
武
、
八
二
頁
。

44 

同
右
、
問
頁
。

45 

ニ
コ
ラ
イ
著
、
中
村
健
之
介
訳
「
明
治
の
呂
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
l

ニ
コ
ラ
イ
の
報
告
書
i

」
(
教
文
館

一
九
九
三
)
二
七
頁
。

46 

「
日
記
草
稿
」
八
月
一
一
一
一
一
日
条
。

47 

「
日
記
草
稿
」

一
O
月
五
日
条
。

48 

「
教
会
報
知
」
第
二
二
号
(
明
治
一
一
年
一
一
一
月
一
五

5
)
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
。
以
下
で
引
用
す
る
「
教
会
報
知
」
は
全
て
伺
所
蔵
。

49 

「
鹿
児
島
県
史
」
第
四
巻
(
鹿
児
島
県

一
九
四
三
)

50 

「
日
記
草
稿
」

一
O
月
一
四
日
条
。

51 

「
日
記
草
稿
」

一
O
月
一
六
日
条
。

52 

「
日
本
正
教
伝
道
誌
」
に
お
い
て
は
「
伊
坐
敷
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
教
会
報
知
」
、
「
日
記
草
稿
」
の
「
伊
佐
敷
」
と
同
一
の
名
字
を
指
す
と
判
断
し
た
。

53 

前
掲
「
日
本
正
教
伝
道
一
一
邑
巻
之
筆
、
二
三
二
1
二
三
三
頁
。

54 

「
日
記
草
稿
」

一
O
月
一
六
日
条
。

55 

「
日
記
草
稿
」

一
一
月
三
日
条
。

56 

「
教
会
報
知
」
第
二
二
号
(
明
治
一
一
年
一
一
一
月
一
五
日
)

57 

小
野
荘
五
郎
は
、
明
治
元
年
(
一
八
六
八
)
七
月
、
仙
台
藩
出
入
司
松
倉
拘
よ
り
武
器
と
軍
資
金
の
提
供
を
受
け
、
星
拘
太
郎
の
額
兵
隊
、
金
成
替
右
衛
門
の
回
天

隊
と
と
も
に
勇
義
縁
を
組
織
、
隊
長
に
推
さ
れ
て
い
た
と
い
う
(
大
村
栄
「
慶
応
二
年
の
小
野
荘
五
郎
l
在
村
関
居
の
日
記
か
ら
l
」
吋
仙
台
郷
土
研
究
」

二
二
五
、

一
九
八
二
)
。

58 

前

掲

守
μ
本
正
教
伝
道
誌
」
に
は
「
東
奥
の
人
士
は
、
偶
々
宮
箪
に
抗
し
た
る
が
た
め
、
賊
箪
の
名
を
被
ふ
り
、
敗
軍
の
後
に
城
下
の
盟
を
な
し
た
る
の
後
と
難
も
、

薩
長
の
諸
藩
を
以
て
、
君
側
の
好
・
函
家
の
賊
と
な
し
て
、
彼
等
に
対
す
る
の
怨
み
は
、
永
く
忘
る
能
は
ざ
り
し
な
り
よ
と
の
一
文
が
あ
る

巻
之
堂
、
六
七
頁
)
。
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59 

吋
教
会
報
知
い
第

号
(
明
治
一
一
年
一
一

一
年
一
二
月
二
九
百
)
。

60 

吋
教
会
報
知
い
第
二
三
号
(
明
治

61 

吋
教
会
報
知
い
第
二
三
号
(
明
治

62 

「
日
記
草
稿
」

一
一
月
二
九
日
条
。

63 

「
日
記
草
稿
」

一
一
月
一
一
一

O
B
条。

「
教
会
報
知
い
第
二
七
号
(
明
治
二
一
年
一
一
一
月
一
一
一

O
日
)
。
三
月
一

O
日
付
の
イ
オ
ア
ン
小
野
の
書
簡
に
よ
る
報
告
が
当
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

64 

月

五
円
口
)

一
二
月
二
日
付
の
イ
オ
ア
ン
小
野
の
書
簡
に
よ
る
報
告
が
当
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(147) 

年

一
一
月
二
九
日
)
。

一
一
一
月
七
日
日
付
の
イ
オ
ア
ン
小
野
の
書
簡
に
よ
る
報
告
も
、
当
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

66 

「
教
会
報
知
」
第
二
三
号
(
明
治
一

吋
教
会
報
知
い
第
二
七
号
(
明
治
二
一
年
三
月
一
二

O
日
)

年

一
一
月
二
九
日
)

65 ら7

「
教
会
報
知
い
第
一
一
一
二
号
(
明
治
一

68 

一
年
一
二
月
二
九
日
)

69 

同
右
、

一
O
七
頁
。

「大

B
本
正
教
会
議
事
録
(
明
治
二
一
年
)
」
(
擦
問
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
所
蔵
)

五
回
頁
。
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前
掲
判
明
治
の
日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
i

ニ
コ
ラ
イ
の
報
告
書
i

」

70 72 

関
右
、

一
O
九
真
。

前
掲
門
大
田
本
正
教
会
議
事
録
(
明
治
二
一
年
)
」

71 73 

同
右
、
九
九
頁
。

前
掲
一
明
治
の
呂
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
l

ニ
コ
ラ
イ
の
報
告
書
i

い

74 

O
七
真
。

五
六
頁
。

一
O
二一員。
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